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1. はじめに 

 近年、地域振興として全国各地で観光に対する期待

が高まっている。観光は地域産業と密接に関わり合い、

地域経済に及ぼす効果が期待されている。そんな中、

多くの観光地が観光客の多様化した情報入手ニーズに

十分な対応ができていない状況にある。昨今、ICT（情

報通信技術）が我々の生活の中でも身近なものになっ

てきている。ICT とは、Web サイトや SNS、スマート

フォンのアプリケーションなどを指し、これらを活用

した情報発信をし、観光誘客を推進していくことが必

要不可欠である。1) 

そこで本研究では、観光客の各種メディアや ICT な

ど様々な情報入手実態に基づき、どのような意思決定

プロセスにて観光地選択を行っているのかを明らかに

する。その際、観光意思決定プロセスとして AISCEAS

モデルの考え方を適用する。AISCEAS モデルに注目し

た既存研究として鈴木ら 2)は、特設ホームページへの

アクセス数および投稿内容からクロス集計を行い、

AISCEAS モデルの各プロセスに分類し、「興味・関心」、

「行動」および「情報共有」プロセスにおける情報配

信に有効であるとしている。しかし課題として、対象

がホームページに寄せられた情報のみであり、観光客

が得ると思われる多種多様な情報を考慮する必要があ

ると考える。既存研究においては、AISCEAS モデルで

どの段階で得た情報か、またその情報が観光客にどれ

だけ影響を与えたのか根拠がないのが現状である。 

 このような既存研究の結果を踏まえ、AISCEAS モデ

ルの各プロセスにおける情報媒体、内容の明確化を行

い、それぞれの媒体が観光誘客に与える影響度の考察、

観光満足度と情報発信の関係性の分析、更には観光行

動活動を行う際の指針を得ることを目的としている。 

 

2. 消費者行動プロセス―AISCEASモデル― 

 消費者行動プロセスを表現するモデルとして本研究

では AISCEAS モデルを適用している。本モデルの構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1  AISCEAS モデルの概念図 

を図-1 に示す。 

AISCEAS モデルは Attention（注目）、Interest（関心）、 

Search（検索）、Comparison（比較）、Examination（検

討）、Action（行動）、Share（共有）の 7 つのプロセス

から構成されている。観光地を選択肢として挙げ、選

択する上で、どのプロセスにおいてどのような情報が

重要であるのかを明らかにすることで、情報提供方策

の検討に有用な知見を得ることが可能であると考える。 

 

3. AISCEASモデルの適用性検証プロセス 

(1)2015年ゴールデンウィーク時の傾向分析 

対象観光地として長野県・富山県・石川県の 24 箇

所の観光地、期間を 2015 年 GW 前後に絞り、観光客

が入手すると思われる観光地情報について AISCEAS

モデルの各プロセスについて情報媒体・内容を仮定し、

各情報量を入手し分析を行った。 

表-1 は、各プロセスでの情報がどれほど観光誘客に

効果があるのかを分析するため、AISCEAS モデルの各

プロセスの情報量変数を用いて、主成分分析を適用し

た結果で、各観光地の主成分得点を表している。また、

観光誘客要因を検証するため、代表観光地を抽出し各

観光地における観光誘客要素の強さを分析した。各指

標の符号が正であるほど、前年からの増加人数が大き

いことが分かる。中でも「事前情報」が高得点である 
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表-1 主成分分析結果 代表観光地の指標の強さ 

  指標 

 

観光地 

No.1 

事前 

情報 

No.2 

二次 

交通 

No.3 

移動 

抵抗 

H26~H27 

増加人数 

（千人） 

軽井沢 6.962 3.334 1.135 77 

菅平高原 -0.816 1.513 -1.188 0 

松本城 0.828 -1.285 -1.346 7 

上高地 -1.338 1.425 1.003 3 

兼六園 0.574 -0.008 1.156 60 

善光寺 2.673 0.497 -1.350 1931 

※H27 は善光寺御開帳のため参考程度とする 

表-2 アンケート調査の概要 

調査回収期間 2016 年 11 月下旬~12 月上旬頃 

対象者 長野高専 学生 

AISCEAS モデ

ルの適用性 

の検証 

 

 

 

 

   

満足度と情報

共有の関係性

の検証 

1）AISCEAS モデルの各プロセスにおける 

情報媒体、内容 

A 観光地を知ったきっかけ 

I 観光地に興味を持ったきっかけ 

S 旅行前に調べる情報・方法 

C 観光地比較の項目 

E 観光地を決定する要素 

A 旅行の満足度 

S 観光後の情報共発信の有無・その媒体等 

2）旅行の満足度 

 観光地、宿泊施設、交通アクセス、費用、

総合評価等 

3）個人属性 

 年齢、性別、居住地、旅行頻度等 

4）旅行の実態 

 観光地名、目的、移動手段、旅行日数、 

訪問回数、費用等 

ほど観光入込客が増加したことから、観光前の情報提

供方策を考慮した観光誘客が重要であることが明らか

となった。 

しかし、情報媒体や内容を仮定して分析したため、

観光客の実態に即した形にはなっていないことが課題

として挙げられる。 

(2)観光時における入手情報調査の実施 

 AISCEASモデルの各プロセスにおける情報媒体や内

容の明確化を行うため、観光時における入手情報調査

を実施する。調査の概要を表-2に示す。今回の調査は、

長野高専環境都市工学科の全学年の学生及び専攻科の

学生の約 260 名を対象に調査を行う。 

 

4. 観光時における情報入手実態分析  

(1)AISCEASモデルの適用性の検証 

収集データすべて（個人属性、観光旅行の実態、各 

プロセスにおける情報媒体、満足度）より、観光客が 

表-3 数量化Ⅰ類の目的変数と説明変数 

変数 アイテム カテゴリー 

目的変数 旅行満足度 5 段階評価（5,4,3,2,1） 

再来訪意向 5 段階評価（5,4,3,2,1） 

説明変数 発信情報 

訪問地 

宿泊施設 

交通アクセス 

飲食施設 

お土産 

費用 

周辺情報 

イベント 

発信媒体 

   LINE 

Twitter 

Facebook 

Instagram 

会話の話題 

ブログ 

その他 

観光地を友人、家族に紹

介したいか 

5 段階評価（5,4,3,2,1） 

どのように観光地を知り、どのような情報入手過程を

踏まえて観光地を選択しているかを分析する。これに

より、AISCEAS モデルで示された意思決定プロセスの

妥当性を検証する。また、年齢や居住地、旅行頻度に

よる満足度等の違いをクロス集計によってグラフ化す

ることで明確にする。 

(2)満足度と情報共有の関係性の検証 

 数量化理論Ⅰ類を用いて、旅行の満足度や再来訪意

向等の良し悪しによって情報発信量の大小に関係性が

あるのかという部分の分析等を行う。目的変数、説明

変数として当てはめるものを表-3 に示す。この分析に

より、説明変数の項目値の高いものほど、旅行の満足

度が高くなるといったような結果が得られるのではな

いかと考える。 

 

5. まとめと今後の課題 

観光行動プロセスについて消費者行動モデルであ

る AISCEAS モデルの適用性を検証した。結果として、

Attention や Interest、Search の初期段階の情報提供の重

要性が明らかとなっているが、実態に即した形へと変

えていくためにも、観光時における入手情報調査の結

果の分析から、各プロセスにおける情報媒体や内容を

はっきりさせ、情報の精緻化を行っていく。さらには、

観光誘客を行う際の効果的な情報提供の方法の検討、

構築を行っていく。 
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事前情報 WEB ニュース数、TV 取り上げ数、WEB サイト数 

二次交通 鉄道・バス乗換数、二次交通所要時間 

移動抵抗 マイカー及び公共交通の所要時間 
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